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会議録 

会議の名称  
男女平等推進センター企画運営委員会 平成30年度第5回（H30.6.7～

H32.6.6） 

開 催 日 時 平成30年10月19日（金曜日） 午後７時から午後８時40分まで  

開 催 場 所 住吉会館 １階活動室 

出 席 者 

委員：白井委員、秦委員、松尾委員、横山委員、吉田委員、田崎委員 

事務局：福田係長、樋口主査 

編集委託：冨山 

議 題 

２ 第４回会議録の承認 

３ 情報誌パリテ21号、22号について 

４ 男女平等推進センター企画運営事業について 

５ その他（次回開催日程等） 

 

会議資料の

名 称 

 資料 

① 第４回会議録 

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会 議 内 容  

○会議内容 

《開会》これより第５回企画運営委員会を開催します。 

 

１ 第４回会議録の承認 

  委員長：第４回会議録について、何か意見はあるか。 

      意見がないようなので、第４回会議録を承認とする。 

 

２ 情報誌パリテ21号、22号について 

  編集者：情報誌パリテ21号について確認して意見がほしい。 

  委 員：P６登録団体名の位置が左に寄っているが、写真を大きくするか団体名を中央

にしていただきたい。 

 編集者：写真を大きくするよう対応する。 

 事務局：登録団体の連絡先について電話番号をという意見が事前に委員よりあったため 

     登録団体に確認したところ、現在確実に連絡がとれるものが掲載のLINE IDと 

     なっているとのことであった。 

 委 員：他にないのであれば承知した。 

  委 員：P7パリテライブラリの書籍写真を大きくしていただきたい。 

  編集者：題字を上に上げ、枠を変更して対応する。 

委 員：P7パリテだよりの講座報告で参加人数の無いものがあるので入れていただきた 

    い。報告のあった講座は参加人数も多かったので人数を掲載していただきた

い。  
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編集者：承知した。 

委 員：P８センターパリテの事業案内となっているが、「センター」は必要ないので

はないか。 

  編集者：「情報誌パリテ」と「男女平等推進センターパリテ」を区別するためにセンタ

ーパリテとしたが、読者が間違えないか。 

  委 員： 「パリテ」だけであっても、男女平等推進センターパリテと分かるが、情報

誌との区別ということであればそのまま変更無しでよい。 

  編集者：承知した。 

  委 員：P８「ご意見、ご感想」の文字が見にくい。 

編集者：字の色を黒にする。以上でよろしいか。他になければ今回の意見を反映させた

もので作成する。 

委 員：承知した。 

  編集者：22号について意見がほしい。まず、色について。 

  委 員：３月発行なので、春らしい黄色はいかがか。 

  編集者：黄色は色が飛んでしまうので別の色のほうがよい。 

  委 員：ピンクはいかがか。桜色が良い。 

  編集者：次回、ピンクでいくつか見本を用意する。 

委員長：特集記事について意見があるか。 

  委 員：男女平等参画推進計画にもあるがリプロダクティブ ヘルス・ライツはいかが

か。浦安市の情報誌に同じテーマのものを見つけた。 

  事務局：欠席委員からも特集記事にリプロの提案があった。 

  委 員：今年度の総括としてのジェンダーやLGBTを含んだ「性について」はいかがか。 

  委 員：以前の企画の提案の中に警察から現状を聞くという提案があったが、警察から

性犯罪等について現状を聞き、コラムとするのはいかがか。 

  事務局：地域の担当警察署で性犯罪に関するデータなどは持っていないのではないか。 

      また、性犯罪に関する内容等は提示可能かわからない。 

  委 員：そのほか、専門家からの記事は市内産婦人科医に依頼する事を希望する。 

  委員長：それでは特集記事について「リプロ」か「性について」で決ををとりたい。 

      （挙手をする）「リプロ」が4人、「性」についてが2人となったので、「リプ

ロ」で決定する。  

  編集者：ステキに男女参画について意見をいただきたい。 

  委 員：市内で加圧トレーニング指導をしている男性 

  委 員：市内でコミュニティ事業を展開している代表の女性。 

  委 員：市内でトライアスロンコーチをしながら、小学校PTA会長をしている男性。 

委員長： 以上の３つの中で決定したい。 

委 員：前号が女性だったので、小学校PTA会長の方がよいと思う。 

委員長：小学校PTA会長の方とする。 

編集者：図書の紹介、事業紹介、編集後記の担当を決定願いたい。 

事務局：記事の締切に間に合う講座は12月までの講座となるので、期日内の講座だと、 

    横山委員、青木委員、白井委員となる。 

委 員：承知した。 

委員長：ライブラリは21号で事業報告を担当した田崎委員、松尾委員、吉田委員とし 

    編集後記を秦委員でよろしいか。 

委 員：承知した。 

  編集者：今後の予定としては12月12日までに事務局へ原稿を提出。編集後記のみ、1月
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21日までに事務局へ原稿提出。事務局作成の記事は12月14日までに編集者ま

で。ステキに男女参画は11月上旬から12月上旬に取材を実施できるよう、日程

調整と取材依頼をする。 

  委 員：承知した。 

       

３ 西東京市男女平等推進センター企画事業について 

  事務局：11月実施の講座について、委員の皆さんにPRをお願いしたい。12月実施講座に

ついては追ってPRをお願いしたい。 

      日程が決定した講座は「男性1人でも困らない知っ得！片付け術（仮）」を平

成31年３月９日（土）午後２時～４時。講師に、片付くおうち収納環境プラン

ナーの、すはらひろこさんで実施予定となっている。 

防災講座、LGBT講座に関しては現在講師との交渉中である。 

CSP講座に関しては２月の実施予定であったので、担当者と今後決定したい。 

  委 員：CSP講座について、実施を早めることは可能か。 

  事務局：市報原稿の兼ね合いで、早めるとすると12月下旬か１月上旬となる。 

  委 員：年末年始は参加者が少ないと考えられる。 

  事務局：会場や日程に関して、担当者とのやり取りで決定したい。 

  委 員：承知した。。 

     

 ４その他(次回開催日程等) 

   事務局：次回は12月７日（金）午後7時からとする。場所は男女平等推進センター活

動室とする。 

   委 員：承知した。 

   委員長：では、本日は散会とする。ありがとうございました。 

 

 《閉会》 

 


